
平成３０年度大規模事業評価部会の審議結果について 

 

平成３１年３月１９日   

大規模事業評価部会   

 

１ 審議対象事業 

仙台南部地区特別支援学校整備事業 

 

２ 事業概要 

仙台圏域における知的障害特別支援学校の狭隘化の解消を図るとともに，今後も増加が

見込まれる軽い知的障害のある生徒（中学校特別支援学級卒業者）の後期中等教育段階に

おける学びの場を確保するため，仙台市南部の秋保地区に特別支援学校を新設するもので

ある。 

学校規模は３６学級（定員２１０名）とし，従来特別支援学校に設置している小学部，

中学部，高等部（普通科）のほか，職業教育に重点を置く高等学園機能を有する高等部（産

業技術科）を設置するものである。 

 

【参考】予 定 地：仙台市太白区秋保町湯元字鹿乙（旧拓桃医療療育センター・旧

拓桃支援学校跡地） 

敷地面積：２６，０００㎡ 

建 設 費：８，９３９百万円 

事業規模 

〔施設・構造〕校舎４Ｆ  ７，９０２．０８㎡（鉄筋コンクリート造） 

       校舎２Ｆ  ３，６０１㎡（鉄筋コンクリート造） 

       寄宿舎   ２，５４０㎡（鉄筋コンクリート造） 

生活訓練棟   １００㎡（鉄骨造） 

〔事業期間〕平成３０年度から平成３６年度まで 

 

３ 審議結果（答申概要） 

事業を実施することは「妥当」とした。 

なお，事業の実施に関する意見は，次のとおり。 

(1) 小・中学部と高等部の併設により，期待されるメリットが十分に発揮されるよう， 

教育内容・教育環境の整備に努めること。 

(2) 高等部（産業技術科）においては，地域の企業等と連携し，実践的教育の場と就業 

先の確保に努めること。 

(3) 豊かな周辺環境と調和した質の高い施設を実現するため，関係者の意見に配慮した 

設計・建設を行うこと。 

 

４ 部会審議の経過 

平成３０年７月１７日 諮問 

     ７月１８日 第１回部会開催（審議） 

          ８月２０日 第２回部会開催（審議及び答申取りまとめ） 

          ８月２４日 答申 

資料２ 
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